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北海道議会議員

漁業者の救済に全力
赤潮被害
すぐに現地へ

国の支援金15億円
被災海域以外の調査も決定

　昨年9月ころから道東地方の太平洋沿岸で、赤潮が原因と

みられるウニやサケなどの大量死が発生しました。田中ひ
できは、すぐさま釧路市、釧路町、厚岸町、浜中町、白糠町の
１市４町の漁業協同組合を訪問。被害状況の聞き取りを実施

しました。「道東でウニ漁をする漁業者は、不漁の際に減収

分の一部が補償される共済組合に加入していない人が多

い」「漁場が回復しても、養殖には３～４年かかるので影響は

長期化する」などの声が寄せられました。〝これは海の激甚

災害だ〟――田中ひできは北海道水産林務部などに対
し、原因究明につなげるための技術支援や、漁場の早期回復

に向けた支援を強く訴えてきました。

　視察には国会議員で唯一の水産学博士である横山信一

参議院議員も共に調査へ。現場の実情を踏まえ、公明党農

林水産部会は金子農林水産大臣に緊急要望を実施。田中
ひできをはじめとした訴えが実り、2021年度補正予算に赤

ウニの生育などについて話を聞く田中ひでき（右から2人目）
＝昨年10月9日 浜中町

太平洋沿岸に漂着したウニ。
死んで白くなっている

潮対策として支援事業費15

億円が盛り込まれました

（昨年12月）。主な支援策と

して「ウニの種苗（稚ウニ）

を放流した生育調査」「漁場

の回復へ海底や海岸の死がい廃棄などの環境整備」が決

まっています。また、昨年12月の道議会で田中ひできは、
太平洋沿岸に限らない広域モニタリング調査の必要性に言

及。鈴木直道北海道知事は補正予算に〝広域モニタリング体

制構築事業〟を盛り込み、「被害を受けていない海域も含め

調査し、赤潮の発生メカニズム解明に取り組む」と答弁。田
中ひできの提案が次々と実現に動き出しています。

@432rvbgs

田中ひでき
公式LINEはじめました！
田中ひできのLINE公式アカウントが開設されまし
た。日々の政治活動の様子や取り組んでいる政策
課題などを、画像や動画を交えてわかりやすくご紹
介していきます。釧根地域の役に立つ情報も発信
予定。ぜひご覧ください。



〒085-0046  釧路市新橋大通8丁目2-19 ミヤシタビル 3F-B
　　　　　  TEL 0154-65-8063・FAX 0154-65-8064

北海道議会議員 田中ひでき事務所
田中ひでき  オフィシャルwebサイト

道政に関するご意見・ご要望をお寄せください

北海道の旬を食べよう
ニシンフェアが開幕

制作/㈱新生

田中ひでき
道政通信

田中ひできにエール
田中ひできの政治活動に喜びの声が寄せられています

プロフィール
●北海道議会議員２期（釧路市選出）。釧路
市在住。
●道立釧路湖陵高等学校定時制卒業。釧路
公立大学経済学部卒業。防災士。北海道
地域防災マスター。
●北海道議会保健福祉委員会　理事。
　北方領土対策特別委員会　理事。
●家庭の事情で 15 歳で就職。しかし、捨て
きれぬ向学心から定時制高校で学んだ。就
職した地元の大手自動車ディーラーでは営
業で釧路経済の最前線へ。自動車保険の
業務改善では「日本一の業績」を挙げた。
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3回目の開催となったマイワシ
フェア。昨年はイワシのレシピ
を紹介する冊子も大手スー
パーで配られた

老若男女から愛されるニシンの
握り　北海道は魚の消費拡大を目指す「とれてま

す! Oh!! さかなフェア」に取り組んでいます。

今月は「ニシンフェア」（期間は2月11日～17

日）。道内9都市圏の飲食店でニシンを使った

メニューを提供。旬の魚を〝オール北海道〟で

応援しています。ニシンはEPA(エイコサペン

タエン酸)やDHA（ドコサヘキサエン酸）を多

く含む栄養価の高い魚。血液をサラサラにす

る働きや、脳の働きを活発にして記憶力を

アップさせる効果があるとされています。

　このイベントは、田中ひできの道議会質
問（2019年7月）がきっかけで生まれました。

道産の魚の付加価値向上を目指し、飲食店を

中心とした消費拡大の運動とPR活動の重要

性を田中ひできは強く訴えてきました。初
年度は釧路市内9店から始まった取り組み。

昨年10月に行った「マイワシフェア」は道内の

飲食店129店が協力し、全道のセブンイレブ

ンでは道産マイワシを使った商品が並ぶ一大

イベントに成長しました。

〈2月11日～17日〉


